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月
４
日
と
５
日
、
綾
南
小
学
校
を
除
く
各
小
学
校
に
て
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

１０し
た
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
２
日
間
に
わ
た
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
と

て
も
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
〈
綾
北
小
学
校
に
て
〉

安
藤
多
恵
子

　

問　

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
と
は
、

都
市
や
地
域
を
売
り
込
む
こ
と
で

あ
り
、
市
外
に
ま
ち
の
魅
力
を
知

ら
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

が
誇
り
を
持
ち
、
ま
ち
を
愛
す
る

心
を
育
て
る
た
め
に
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
歴
史
・
文
化
の
研

究
や
新
た
な
名
産
品
づ
く
り
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
が
、
シ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル
ス
の
視
点
か
ら
、
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

まちを愛する心を

育てるシティーセ

ールスへの考えは

　

問　

最
近
は
急
速
な
高
齢
化
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
、
一
部
の
公
園
で
は
高
齢
者
向

け
健
康
遊
具
を
設
置
す
る
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
へ
と
視
点
が

移
っ
て
き
て
い
る
。高
齢
者
自
身
、

軽
い
運
動
を
日
課
と
し
、
健
康
は

自
分
で
守
り
、
家
族
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
高
齢
者
の
外
出
を
促

公
明
党　
　
　

出
口
け
い
子

高
齢
者
の
外
出
を
促
す
た
め
に

歩
道
へ
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
は

す
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
一

定
の
幅
員
の
あ
る
歩
道
に
ベ
ン
チ

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

そ
の
際
、
上
屋
の
あ
る
バ
ス
停
を

優
先
し
て
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
バ
ス
停
以
外
に
道
路

改
良
工
事
な
ど
で
幅
員
が
確
保
さ

れ
た
場
所
に
も
、
順
次
設
置
す
る

よ
う
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
は
、
バ

ス
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
者
な

ど
の
外
出
機
会
の
増
大
に
伴
い
、

設
置
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
バ
ス
停
周
辺
で
の
通
行
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
こ
と
も
重
要
な

た
め
、
市
内　

カ
所
の
上
屋
の
あ

２２

る
バ
ス
停
の
内
、
歩
道
の
有
効
幅

員
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
、
条
件
が

整
っ
た
バ
ス
停
か
ら
順
次
設
置
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
道
の
拡

幅
整
備
に
よ
り
生
じ
た
空
き
地
を

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
に
利
用
し
、

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
で
、
現
地
の
状
況
や
利
用
形

態
を
考
慮
し
、
地
域
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
」
「
薬
物
乱
用
防
止
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

昨
年
度
、
市
内
業
者
が
厚

木
基
地
関
連
工
事
で
受
注
し
た
の

は
基
地
周
辺
の
草
刈
り
１
件
、
物

品
納
入
を
中
心
と
し
た
自
衛
隊
関

係
事
業
で
受
注
し
た
金
額
は
、
約

１
億
５
０
０
０
万
円
と
の
こ
と
だ

が
、
基
地
予
算
に
対
し
て
極
め
て

少
な
い
。
横
須
賀
市
で
は
、
米
軍

や
自
衛
隊
か
ら
の
仕
事
の
受
注
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
南
関
東

市
民
会
議　
　

近
藤　

秀
二

２１

基
地
関
連
工
事
を
市
内
業
者
が

受
注
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
を

防
衛
局
に
働
き
か
け
、
市
内
業
者

が
受
注
し
や
す
く
な
る
地
域
評
価

型
入
札
制
度
を
導
入
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
本
市
で
も
、
こ
の
よ
う

な
制
度
を
取
り
入
れ
る
よ
う
働
き

か
け
な
い
か
。
ま
た
、
市
商
工
会

と
協
力
し
て
市
内
業
者
に
情
報
発

信
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
受
注
を
伸

ば
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

答　

今
年
度
か
ら
南
関
東
防
衛

局
が
発
注
す
る
、
２
５
０
万
円
以

上
の
横
須
賀
市
内
の
基
地
関
連
工

事
に
は
、
技
術
力
や
信
頼
性
、
社

会
的
評
価
の
ほ
か
に
地
域
精
通
度
、

地
域
貢
献
度
を
加
え
る
地
域
評
価

型
入
札
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
防

衛
省
で
は
、
こ
の
制
度
で
地
元
企

業
の
受
注
拡
大
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
ご

ろ
甚
大
な
騒
音
被
害
を
受
け
て
い

る
本
市
の
市
民
、
地
元
企
業
が
、

こ
の
よ
う
な
制
度
で
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。ま
た
、平
成　

年
ご
ろ
に
市
商

１１

工
会
が
中
心
と
な
り
、
自
衛
隊
関

係
事
業
の
説
明
会
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。今
後
、商
工
会
と
一
体
と

な
っ
て
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
「
Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
あ
や

せ
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

駅
の
な
い
本
市
に
と
っ
て

は
、
バ
ス
交
通
の
充
実
が
不
可
欠

で
あ
る
。
バ
ス
停
ま
で
自
転
車
を

使
い
、
バ
ス
を
利
用
す
る
サ
イ
ク

ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
は
、
バ
ス
停
か

ら
遠
い
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
通
勤
･
通
学
以
外
で
の
バ
ス

利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
か
ら
バ
ス

通
勤
へ
の
転
換
に
よ
り
、
環
境
対

策
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。
今
後

の
バ
ス
停
へ
の
駐
輪
場
整
備
を
ど

う
考
え
る
か
。
上
土
棚
の
駐
輪
場

は
バ
ス
停
か
ら
遠
く
、
利
便
性
が

悪
い
。
バ
ス
停
近
く
に
整
備
す
る

考
え
は
。
ま
た
、
法
律
の
改
正
で

歩
道
に
も
駐
輪
場
を
造
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
が
、そ
の
条
件
は
。

　

答　

環
境
に
優
し
い
交
通
手
段

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
進

め
る
た
め
に
駐
輪
場
の
設
置
を

へ
の
転
換
は
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
推

進
し
て
い
く
。
市
内
に
は
無
料
の

駐
輪
場
が
３
カ
所
あ
り
、
市
役
所

の
駐
輪
場
も
利
用
で
き
る
よ
う
見

直
す
な
ど
、
バ
ス
停
周
辺
の
駐
輪

場
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
上
土

棚
の
駐
輪
場
は
認
知
度
が
低
く
、

利
用
し
に
く
い
の
で
、
位
置
図
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
張
り
、
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
今
後
は
バ
ス
停
付
近

の
地
権
者
と
交
渉
し
、
設
置
に
努

め
る
。
ま
た
、
道
路
法
の
改
正
に

よ
り
交
通
量
の
多
い
歩
道
で
３
・

５
㍍
、
そ
の
他
で
２
㍍
の
幅
員
が

あ
れ
ば
、
道
路
上
へ
の
駐
輪
場
設

置
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
持
続
発
展
教
育
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
の
学
校
現
場
へ
の
普
及
へ

の
取
り
組
み
」
「
芝
生
化
の
推
進

で
緑
の
ま
ち
綾
瀬
を
」
を
質
問
）

れ
て
い
る
。
本
市
の
良
さ
を
も
っ

と
戦
略
的
に
追
及
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
松
蔭
大
学
と
連
携
し
、
第

三
者
の
目
か
ら
本
市
の
魅
力
を
検

証
す
る
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　

答　

本
市
の
地
域
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
魅
力
づ
く
り
を
進
め
、

市
内
外
に
戦
略
的
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
意
義
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
直
近
の
例
で

は
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
、
豚
す
き
レ
ト
ル
ト

パ
ッ
ク
の
販
売
や
市
の
紹
介
を
行

い
、
本
市
の
魅
力
を
十
分
発
信
で

き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
ま
た
、

松
蔭
大
学
と
の
連
携
で
は
、
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
な
ど
の
観

光
関
連
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の

創
出
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
進

め
る
。
今
後
も
市
民
や
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
多
様
な
地
域
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
本
市
の
認
知
度
を

高
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
「
あ
や
せ
を
元
気
に
す

る
！
職
員
力
に
つ
い
て
」
「
目
久

尻
川
流
域
に
市
民
が
休
め
る
ベ
ン

チ
を
設
置
し
な
い
か
」
を
質
問
）

●
８
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２５●
９
月

１
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会

２
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）

４
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１４
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１６

３
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１７

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２５

終
日
）
・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
全
員
協
議
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会

●　

月
１０

　

日
〜　

日　

市
民
福
祉
常
任
委

１３

１５員
会
行
政
視
察
（
青
森
県

青
森
市
・
八
戸
市
・
十
和

田
市
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日
〜　

日　

経
済
建
設
常
任
委

２７

２９員
会
行
政
視
察
（
福
岡
県

み
や
ま
市
・
長
崎
県
諫
早

市
・
長
崎
市
）

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

３０●　

月
１１
５
日　

兵
庫
県
高
砂
市
議
会
議
員

来
市
（
中
学
校
部
活
動
の

振
興
）

９
日
〜　

日　

総
務
教
育
常
任
委

１１員
会
行
政
視
察（
香
川
県
高

松
市
・
丸
亀
市
・
三
豊
市
）

　

日　

大
分
県
中
津
市
議
会
議
員

１０

来
市
（（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
概
要
）

　

日　

年
末
年
始
の
飛
行
停
止
に

１２

関
す
る
要
請
行
動
（
米
海

軍
厚
木
航
空
施
設
司
令
官

ほ
か
）
・
北
海
道
苫
小
牧

市
議
会
議
員
来
市
（
基
地

対
策
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き


